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１．利用明細検索・照会
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１．利用明細を検索する

メニューより、［利用明細検索・照会］を選択します
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１．利用明細を検索する

検索条件を指定し、検索ボタンを押すと、条件に合致する利用明細が表示されます

※ユーザIDを指定する場合、

「利用者区分」で「会員」を選択します
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２．利用明細検索結果の見方

① レシートに印字される伝票番号です。
クリックして明細編集エリアを表示させることができます。

② 「商品表示する」をチェックして検索すると、支払明細に「商品名」と「価格」が表示されます。

③

決済端末からのログ送信の照合結果です。
・照合済みでエラーでもない場合「空白」、未照合（まだログが送信されていない）場合「未」が表示されます。
・照合の結果、決済端末でエラーとなった取引は「エラー」が表示されます。基本的にはレアケースです。（次ページ参照）
・明細編集エリアで「調整」「取引取消」の登録を行った場合、「調整済」「取消」が表示されます。

④ 明細編集エリアで入力できるメモを「備考」として表示します。

⑤ 支払締め処理を実行済の明細の場合、「済」が表示されます。
「済」の場合、明細編集エリアで「備考」以外は変更できません。
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支払決済が失敗した場合、以下の2つのタイミングで自動取消処理を実行します。

• 1度目の取消処理｜通信エラー発生直後

決済端末は支払決済が失敗（※通信エラーなど）した場合、即座にサーバーへ取消通信を行います。

取消された明細は、「備考」欄に「決済エラーのため自動取消」と表示されます。

• 2度目の取消処理｜決済ログの照合時

通信状況が非常に悪い場合など、まれに１度目の取消処理が失敗する場合があります。

これに備え、決済ログの照合時に未取消のエラー明細の有無がチェックされ、取消処理が実行されます。

この時に取消された明細は、「備考」欄に「決済エラーのため自動取消(締め処理)」と表示されます。

5２．補足：支払決済エラーの自動取消
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3．利用明細を取消・調整済にする
誤って決済された場合などに、支払を取り消すことができます。

利用明細の「取引識別番号」をクリックすると、明細編集エリアが表示されます。

6

「確定」ボタンのクリックを
忘れないようにご注意ください。

「取引取消」をチェックし、「確定」ボタンをクリックで利用明細の取消が完了となります。

この時、「備考」に証跡としてメモを残すことができます。
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3．利用明細を取消・調整済にする
ログの照合後も、明細が「未照合」のまま残ることが、極まれに起こります。

未照合の明細があると支払締め処理を実行できません。

この場合、対象の利用明細を「取消」または「調整済」にして「未照合」を解消してください。

※「調整済」はエラーなど疑義のある明細を「正しい決済情報」にする操作です。

7

「確定」ボタンのクリックを
忘れないようにご注意ください。
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４．利用明細検索結果をダウンロードする

検索結果はダウンロードすることができます。

ダウンロードファイルの形式を選択し、「ダウンロード」ボタンをクリック
してください。

「商品表示する」をチェックしないで検索した場合と、チェックして
検索した場合で、ダウンロードファイルのフォーマットが変わります。
詳細は次頁を参照して下さい。
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４．利用明細検索結果をダウンロードする

「商品表示する」をチェックしないで検索した場合、決済単位のレコードを出力します。
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４．利用明細検索結果をダウンロードする

「商品表示する」をチェックして検索した場合、明細単位のレコードを出力します。

また、表示列に「商品コード」「個数」「小計」が追加されます。

1決済が複数明細を持つ（1度に複数の商品を購入）場合に複数行が出力されるので、決済単位の明示のために、
背景色を交互に変更しています。
なお「支払」列には、同一決済内の1行目に「その決済で支払った金額」、それ以外は「0」を出力しています。
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２．払い出し

～前払（チャージ）運用、ポイント運用向け機能～
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１．払い出しの実行

メニューより、［払い出し］を選択します
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１．払い出しの実行

ユーザIDを指定して「検索」ボタンを押すと、利用者の残高が表示されます

ポイント運用をする場合のみ表示されます。
ポイントの払い出しを不可にもできます。
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１．払い出しの実行

「払い出し額」と「備考」を入力して「確定」ボタンを押すと、払い出しが実行されます。

処理完了後、払い出し後の残高と

「伝票印刷」ボタンが表示されます。
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１．払い出しの実行

払い出し完了後に表示される「伝票印刷」ボタンを押すと

払い出し伝票の印刷画面が開きます。

この画面を印刷し、払い出しを
行った証跡とすることができます。

下半分の「控え」にサイン欄を設
けていますので、利用者からサイ
ンをもらってください。
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２．払い出し履歴の確認

払い出しは取引履歴として「利用明細検索・照会」画面にて検索できます。

店舗は「管理機能」を選択します
取引種別は「払出」を選択します

払い出しの履歴を確認できます
実行時に入力した「備考」も保存されます
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２．払い出し（一括）

～前払（チャージ）運用、ポイント運用向け機能～
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１．払い出し（一括）の実行

メニューより、［払い出し（一括）］を選択します

ポイント運用をする場合のみ表示されます。
ポイントの払い出しを不可にもできます。
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１．払い出し（一括）の実行

ユーザIDを指定すると、そのユーザの残高と、払い出し額を指定するテキストボック
スが表示されます。

初期値は残高と同じ値がセットさ
れます
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１．払い出し（一括）の実行

対象ユーザは検索子画面からも指定することができます。
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１．払い出し（一括）の実行

対象ユーザはファイル取込で一括指定することができます。

タイトル行無し、「ユーザID」1列のみ
で指定します。
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１．払い出し（一括）の実行

払い出し額を入力し、確定ボタンを押下すると、処理が実行されます。

次頁へ

エラー行は処理がスキップされるので、
一覧に残したまま実行できます。
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１．払い出し（一括）の実行

結果はExcel,CSVでダウンロードすることができます。

「クリア」ボタンを押下すると初期表示に戻り、
処理結果のダウンロードはできなくなります。

払い出し処理がエラーの場合、対象行は赤色
になり、「メッセージ」欄にエラー理由が表
示されます。
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２．払い出しと同時に利用停止処理を実行する

払い出しの実行と同時に、利用中のカードとシステムの利用資格を停止できます。

チェックがONになったとき確認ダイアログ
が表示されます。
システムの利用資格を停止すると、該当
ユーザはシステムへのログイン・決済を行
えなくなります。
またカードの追加・解除や払い出しの処理
対象に指定できないことに注意してくださ
い。

※既にカードを利用停止していても、
払い出しは実行できます。

【注意】
払い出しの実行でチェックエラーとなっても、
カードは利用停止されます。
しかし、システムの利用資格は停止されないこと
に注意してください。
システム利用資格が停止すると、カード停止・解
除や払い出しの実行対象にできなくなるためです。
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システム利用資格は、ユーザ情報編集画面のシステム利用資格停止フラグで、

停止・解除が可能です。

メニューより、［ユーザー個別編集］を選択
します。
ユーザ情報を入力し、検索ボタンをクリック
するとユーザー一覧が表示されます。
「ユーザID」をクリックするとユーザ情報編
集画面が表示されます。

システム利用資格停止フラグを
チェックして、確定ボタンをク
リックすると利用者のシステム利
用資格を停止することができます。

停止したシステム利用資格を再開
する場合は、システム利用資格停
止フラグのチェックを外して確定
ボタンをクリックしてください。

２．払い出しと同時に利用停止処理を実行する 25
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3 ．払い出し（一括）履歴の確認

払い出しは取引履歴として「利用明細検索・照会」画面にて検索できます。

店舗は「管理機能」を選択します

取引種別は「払出」を選択します

払い出しの履歴を確認できます。
備考には一括処理で実行した記録が残ります。
⇒一括払い出し実行後に処理結果をダウンロードし忘れても、
ここで確認することができます。
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４．支払情報一括登録
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０．支払情報一括登録機能の注意点 28

この機能は通常の運用（メインの決済方法）としての利用を想定していません。
以下のようなイレギュラな事態に使用されることを想定した『補助機能』となります。

• 例外的に決済端末を使用せずに発生する支払を給与天引に含めたい
（カードを持たない少数の利用者など）

• 障害発生時など、オンライン決済が行えないときの回避策

• カード忘れ、紛失など一時的にカードが手元にない場合も食事ができるようにしたい

踏まえて、以下のことにご注意ください。

• 前払（チャージ運用）の場合、実行時点では充足していても「残高不足」エラーが起こり得ます。
チャージ残高は、取込ファイルで指定する「決済日＋時間」時点の額で判断されます。

• 後払（給与天引き運用）の場合、最近で請求確定された締め日以前の日付では登録できません。

• 支払決済の作成は、1決済1商品です。通常の決済のように、複数商品を1決済にまとめることはで
きません。

• この機能の利用開始には事前に初期設定が必要となります。
詳細は弊社営業までお問い合わせください。
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１．一括取込用データ準備

一括取り込み用のExcelファイルを作成します
テンプレートは事前に提供いたします。

項目 説明

店舗コード 登録する支払決済の売上計上先となる店舗コードを指定します。

決済日 登録する支払決済の決済日を「YYYYMMDD」で指定します。
未来日は指定できません。また、最近に請求確定した締め日以前も指定できません。

時間帯区分 一括登録では「1：朝」「2：昼」「3：晩」の時間帯指定で決済時間を指定します。
それぞれの時間帯の具体的な『時分』は、導入時にご相談ください。

ユーザID 登録する支払決済を紐づけるユーザIDを指定します。

商品コード 登録する支払決済で購入した商品コードを指定します。商品名といずれか必須。
商品マスタに登録済みのコードを指定してください。

商品名 登録する支払決済で購入した商品名を指定します。商品コードといずれか必須。
商品マスタの登録状況に関わらず指定可能です。

個数 登録する支払決済で購入した商品の個数を指定します。

支払金額 登録する支払決済の決済金額を指定します。

29

※
商品コード、商品名を除き、
全て必須項目です。
商品コード、商品名はいずれ
かが必須です。
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２．登録実行

メニューより、［支払情報一括登録］を選択します。
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作成したExcelファイルを指定し［一括登録］を押下します。

実際の登録は行わず、エラーチェックのみ行う
こともできます。

作成したEXCELファイルを指定します。

２．登録実行

ラジオボタンはこちらを選択します。
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ダイアログが表示され、処理を開始します。
［処理実行］または［処理実行と状況確認］を押下することで、
処理がバックグラウンドで実行されます。

[処理実行]の場合、実行登録のみ。
[処理実行と状況確認]の場合、実行登録と共に、処理結果確認
画面へと遷移します。

ここでは「処理実行と状況確認」を選択した場合で説明します。

２．登録実行 32
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２．登録実行

実行準備が整うと、「通知あり」ボタンが
表示されます。

表示内容は「検索」ボタンクリックか、時
間経過で更新されます。

「実行」ボタンをクリックして処理を開始
します。

33
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３．処理結果を確認する

「ステータス」が「処理終了」になると処理結果を確認できます。

ファイルをダウンロードして実行結果の
詳細を確認できます

「処理結果」が「エラー」のデータは登録されません。
「メッセージ」に記載のエラー理由を解消して、再実行して
ください。
登録されたデータは「処理結果」が「正常終了」となります。

34
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一括登録した支払決済を取り消すことができます。

作成したExcelファイルを指定し［一括登録］を押下します。

実際の登録は行わず、エラーチェックのみ行う
こともできます。

作成したEXCELファイルを指定します。

４．削除実行

ラジオボタンはこちらを選択します。

35
【注意】

この機能は一括登録したデータの取消専用機能です。
通常の支払取消は「利用明細検索・照会」機能から行ってください。
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（参考）一括削除用データ準備

フォーマットは一括登録の場合と同じです。

項目 説明

店舗コード 登録時に指定した店舗コードを指定します。

決済日 削除する支払決済の決済日を「YYYYMMDD」で指定します。

時間帯区分 削除する支払決済の登録時に指定した時間帯区分を指定します。

ユーザID 削除する支払決済のユーザIDを指定します。

以降の列は無視されるので、一括登録で使用したファイルをそのまま流用できます

36

※条件に該当する、一括登録した支払決済を全て取消します。
この機能で一括登録した支払決済以外の取消は行えません。
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